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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
公

聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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南
淡
、

全
国
大
会
優
勝

　

第
三
十
七
回
全
国
マ
マ
さ
ん

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
九
月
七

〜
十
日
、
愛
知
県
豊
橋
市
）
に

兵
庫
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た

南
淡
チ
ー
ム
が
、
最
終
日
の
総

理
大
臣
杯
決
定
戦
に
勝
ち
進
み

優
勝
し
ま
し
た
。

服
部
愛
美
さ
ん
、
国
際
大
会
１
位

　

洲
本
高
校
陸
上
部
の
服
部
愛
美
さ
ん
（
松

帆
）
が
第
十
四
回
日
韓
中
ジ
ュ
ニ
ア
交
流
協

議
会
（
八
月
二
十
五
・
二
十
六
日
、
韓
国
大

邱
広
域
市
）
に
出
場
し
、
二
〇
〇
ｍ
競
技
初

日
は
二
位
、
二
日
目
は
一
位
、
四
×
一
〇
〇
ｍ
リ
レ
ー
競
技
は
、
両
日

と
も
一
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

仲
尾
和
也
さ
ん
、
全
国
大
会
２
位

　

淡
路
高
校
の
仲
尾
和
也
さ
ん
（
阿
那
賀
）

が
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
大
会
（
八
月
五
〜
八
日
、
大

阪
府
羽
曳
野
市
）
九
十
四
キ
ロ
級
に
出
場
し
、

準
優
勝
を
収
め
ま
し
た
。

片
山
雄
一
朗
さ
ん
、
全
国
大
会
出
場

　

天
理
大
学
の
片
山
雄
一
朗
さ
ん
（
賀
集
）

が
第
二
十
五
回
全
日
本
学
生
柔
道
体
重
別
選

手
権
大
会
（
十
月
十
四
日
、
日
本
武
道
館
）

及
び
講
道
館
杯
日
本
柔
道
体
重
別
選
手
権
大

お
め
で
と
う
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亀
岡
八
幡
宮
で
「
う
ぶ
す
な
の
集
い
」

38
年
ぶ
り
に
復
活
の
夜
宮

　

阿
万
の
亀
岡
八
幡
宮
で
は
、

三
十
八
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
、
秋

ま
つ
り
夜
宮
が
九
月
十
六
日
、「
う

ぶ
す
な
の
集
い
」
と
し
て
、
同
境

内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
地
域
の
年
配
者

▲子どもたちによる郷土芸能の舞台（上町踊り）
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」
講
演
を
開
催

接
客
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
よ
う

　

淡
路
地
区
商
工
会
女
性
部
連
絡

協
議
会
・
洲
本
商
工
会
議
所
女
性

会
で
は
、
商
売
で
の
接
客
マ
ナ
ー

な
ど
の
向
上
を
図
り
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
も
ら
お
う
と
、

九
月
六
日
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

の
講
演
会
を
西
淡
公
民
館
で
開
催

し
、
三
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
も
お
な
じ
み
の

「
清せ
い
し
か
い

紫
会
」
新
・
作
法
学
院
学
院

長
の
近
藤
珠
實
さ
ん
を
招
き
、「
地

域
活
性
化
を
目
指
し
て
〜
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」

と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
礼
儀
作
法
の
歴
史

や
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
、
自
分

の
失
敗
談
や
笑
い
話
を
交
え
て
、

「
マ
ナ
ー
の
基
本
は
振
る
舞
い
で

は
な
く
、
心
の
問
題
。
接
す
る
人

を
認
め
て
あ
げ
る
姿
勢
が
、
相
手

▲講演する近藤珠寛さん

慶
野
松
原
鬼お

に
あ
い愛
広
場
に
完
成

は
ば
た
ん
花
壇
で
国
体
選
手
を
歓
迎

　

の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体
の
公
開
競

技
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
会
場
と
な
る
慶

野
松
原
で
九
月
十
一
日
、
地
元
の

ま
ち
づ
く
り
団
体
「
瓦
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」（
油
本

博
会
長
）
が
同
国
体
の
マ
ス
コ
ッ

ト
「
は
ば
タ
ン
」
を
花
で
描
い
て

花
壇
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

花
壇
は
、
県
の
助
成
を
受
け
慶

野
松
原
海
岸
沿
い
の
遊
歩
道
「
プ

ロ
ポ
ー
ズ
街
道
」西
端
の
鬼
愛（
お

似
合
い
）
広
場
に
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
縦
四
・
六
五
ｍ
横
四
ｍ
の

大
き
さ
で
、
地
元
産
の
い
ぶ
し
瓦

約
千
三
百
枚
で
縁
取
り
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
会
員
十
五
人
が
黄

色
、紫
色
、白
な
ど
六
色
の
ナ
チ
ュ

レ
（
パ
ン
ジ
ー
と
ビ
オ
ラ
の
交
雑

種
）の
花
苗
千
二
百
本
を
使
っ
て
、

は
ば
タ
ン
を
描
き
ま
し
た
。
十
月

初
旬
に
は
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　

油
本
会
長
は
、「
国
体
で
訪
れ

る
人
に
、
い
ぶ
し
瓦
の
良
さ
と
慶

野
松
原
の
美
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

え
れ
ば
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

▲はばタン花壇の色合いを調整する会員ら夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
地
蔵
盆
で
披
露

阿
那
賀
地
区
の
傘
踊
り

　

阿
那
賀
地
区
で
傘
踊
り
を
受
け

継
ぐ
住
民
ら
が
、
踊
り
手
の
子
ど

も
た
ち
の
衣
装
や
道
具
類
を
新

調
し
八
月
二
十
三
日
、
春
日
寺
で

行
わ
れ
た
地
蔵
盆
で
披
露
し
ま
し

た
。

　

傘
踊
り
は
、
新
仏
を
供
養
す
る

た
め
同
地
区
で
始
ま
っ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
踊
り
は
、
太

鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
傘
を
開

閉
、
回
転
さ
せ
ま
す
。
民
族
芸

能
を
支
援
す
る
「
伝
統
文
化
活
性

化
国
民
協
会
」
の
助
成
を
受
け
、

四
十
人
分
の
法
被
と
傘
、
鉢
巻
が

新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

や
ぐ
ら
が
組
ま
れ
、
ち
ょ
う
ち

ん
に
明
か
り
が
灯
る
境
内
に
は
、

有
志
に
よ
る
夜
店
も
開
店
。
午
後

八
時
か
ら
は
子
ど
も
た
ち
が
揃
い

の
衣
装
で
「
傘
踊
り
」
を
踊
り
、

夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
イ
ベ
ン
ト

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

▲傘踊りを披露する子どもたち

会
（
十
一
月
十
八
日
、
千
葉
県
）
に
出
場
し
ま
す
。
片
山
さ
ん
は
、
関

西
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会
六
十
六
㎏
級
（
九
月
三
日
、
岸
和
田

市
）
で
優
勝
し
、
大
会
へ
の
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

廻
角
隆
平
さ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

　

神
戸
市
立
科
学
技
術
高
校
の
廻
角
隆
平
さ

ん
（
阿
万
）
が
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
（
八
月
八
日
、
大
阪
府
堺
市
）
柔
道
団
体

戦
に
出
場
し
ま
し
た
。

飛
翔
会
、
全
国
大
会
出
場

　

飛
翔
会
（
道
上
英
司
代
表
ら
十
人
）

が
第
十
九
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
祭
男
女
混
合
綱
引
大
会

（
十
月
二
十
二
・
二
十
三
日
、
鳥
取
県

岩
美
町
）
に
出
場
し
ま
す
。
同
チ
ー

ム
は
一
月
に
行
わ
れ
た
県
大
会
で
優

勝
し
、
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

御
原
中
吹
奏
楽
部
、
優
秀
賞

　

御
原
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
第

五
十
六
回
関
西
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

（
八
月
二
十
一
日
、
京
都
会
館
）
の
中

学
小
編
成
（
三
十
人
以
下
）
の
部
で
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

菊
川
兼
男
さ
ん
、
特
別
表
彰

　

現
在
も
健

康
で
社
会
的

に
活
躍
す
る

九
十
歳
以
上

で
功
績
が
特
に
優
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る

県
高
齢
者
特
別
表
彰
が
菊
川
兼
男
さ
ん

（
湊
）
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

菊
川
さ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
淡
路

人
形
浄
瑠
璃
や
文
化
財
の
保
存
伝
承
、
郷
土
史
の
研
究
活
動
な
ど
に
尽

く
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
間
に
根
強
く
残
る
復
活
の
思
い

を
再
現
し
、
地
域
の
活
性
化
や
地

域
興
し
の
き
っ
か
け
に
つ
な
が
っ

て
い
け
ば
と
い
う
願
い
を
込
め

て
、
地
元
の
有
志
（
前
川
眞
澄
代

表
）
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
実
現

し
た
も
の
で
す
。

　

野
外
特
設
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
、

地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
伝
統

芸
能
や
愛
好
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
大

正
琴
や
琴
、
和
太
鼓
、
舞
踊
、
カ

ラ
オ
ケ
、
阿
波
踊
り
な
ど
が
多
彩

に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
二
千
五
百
人

の
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

年
配
の
方
か
ら
は
「
久
々
の
開

催
で
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
こ
の

行
事
が
い
つ
ま
で
も
続
く
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
」
と
語
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

▲西町三十三間堂淀の車

▲菊川さん ▲片山さん ▲仲尾さん ▲服部さん

▲南淡の皆さん
▲中田市長（左）と川野助役（右）へ報告に
　訪れた飛翔会の皆さん▲御原中学校吹奏楽部の皆さん

▲廻角さん

か
ら
好
感
を
持
た
れ
ま
す
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。


